
次
に
、
次
代
を
築
く
子
ど
も
達

の
学
力
向
上
や
生
き
る
力
を
育
む

教
育
の
実
践
と
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
あ
わ
せ
て
楽
し
く
学
び
楽

し
む
文
化
の
町
を
め
ざ
し
ま
す
、

『
い
き
い
き
の
南
富
良
野�
学
び

楽
し
む
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
』
で

あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
・
生
涯
学
習

国
は
、
刻
々
と
変
化
す
る
社
会

情
勢
や
行
財
政
改
革
の
推
進
か
ら
、

義
務
教
育
制
度
を
は
じ
め
教
育
委

員
会
制
度
の
見
直
し
な
ど
、
義
務

教
育
の
あ
り
方
全
般
に
わ
た
る

「
教
育
改
革
」を
検
討
し
進
め
て
お

り
ま
す
。

本
町
で
は
、
少
子
化
を
踏
ま
え
、

将
来
の
中
学
校
教
育
の
あ
り
方
に

つ
い
て
保
護
者
並
び
に
地
域
の

方
々
と
共
に
考
え
、
学
校
教
育
環

境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
町
内
各

中
学
校
を
閉
校
し
、
本
年
度
か
ら

新
た
に
「
南
富
良
野
中
学
校
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

新
生
「
南
富
良
野
中
学
校
」
が
、

自
ら
学
び
考
え
る
意
欲
を
持
ち
、

基
礎
学
力
を
身
に
つ
け
、
豊
な
心

と
個
性
を
持
っ
た
、
生
き
る
力
を

備
え
た
生
徒
の
育
成
の
場
と
な
り

ま
す
よ
う
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
学
校
教
育
施
設
の

整
備
と
し
て
、
南
富
良
野
中
学
校

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
路
盤
整
備
や

小
学
校
の
み
の
単
置
校
と
な
る
落

合
・
下
金
山
小
学
校
の
校
舎
内
部

改
修
並
び
に
金
山
小
学
校
ト
イ
レ

の
水
洗
化
に
必
要
な
予
算
を
計
上

い
た
し
ま
し
た
。

南
富
良
野
高
等
学
校
国
際
交
流

派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
特
色
の

あ
る
学
校
経
営
を
目
指
す
中
で
、

生
徒
を
文
化
・
生
活
習
慣
の
異
な

る
カ
ナ
ダ
へ
派
遣
し
、
語
学
力
の

向
上
は
も
と
よ
り
、
国
際
的
視
野

を
広
め
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
資

質
を
身
に
付
け
、
国
際
理
解
教
育

の
推
進
を
図
る
た
め
、
必
要
な
予

算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

友
好
の
町
沖
縄
県
本
部
町
と
の

交
流
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
児
童
の
交
流
事
業
は
、

本
年
度
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す

ほ
か
、
文
化
講
演
会
を
防
犯
と
交

通
安
全
の
住
民
集
会
と
同
日
開
催

し
、
経
費
節
減
と
住
民
参
加
の
促

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
千
里
大

学
の
開
催
、
金
山
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
舗
装
な
ど
、

関
係
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

金
山
中
学
校
々
舎
お
よ
び
体
育

館
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
後
活
用
を
検

討
し
て
お
り
、
地
域
や
企
業
か
ら

い
き
い
き
の
南
富
良
野

― 
学
び
楽
し
む
文
化
の
ま
ち 
―

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
幾
寅

診
療
所
、
落
合
・
金
山
診
療
所
と

も
に
、
後
任
医
師
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
幾
寅
歯
科
診
療
所
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
献
身
的
な
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
で
は
、
幾
寅
歯
科
診
療

所
の
医
療
事
務
の
簡
素
化
を
図
る

た
め
、
備
品
機
器
購
入
の
予
算
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

地
域
医
療
の
充
実
の
た
め
、
各
診

療
所
の
施
設
お
よ
び
診
療
機
器
の

整
備
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
（
富
良
野

協
会
病
院
）
の
新
築
移
転
に
つ
い

て
は
、
富
良
野
地
区
広
域
市
町
村

圏
振
興
協
議
会
に
お
い
て
、
基
本

構
想
が
確
認
さ
れ
、
沿
線
市
町
村

の
支
援
内
容
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
議

員
各
位
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
の
充
実

福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
や
地
域
の
方
々
が
自
立
し
、

生
活
の
質
の
確
保
を
図
る
た
め
、

ま
た
、
そ
れ
を
支
え
る
家
族
の
身

体
的
・
精
神
的
な
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

在
宅
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
一

味
園
、
く
る
み
園
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
を
拠
点

と
し
て
、
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
訪

問
介
護
事
業
な
ど
と
連
携
し
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
宅
配
方
式
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
加
え
、
移
送

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
形
態
の
見
直
し

や
、
利
用
者
に
一
部
費
用
負
担
を

求
め
る
な
ど
の
見
直
し
検
討
を
図

り
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
牛
乳
等
配
付
事
業
に
つ

い
て
は
、
対
象
年
齢
を
引
き
上
げ

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

社
会
福
祉
を
推
進
す
る
団
体
や

福
祉
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の

参
画
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
本
町

の
社
会
福
祉
事
業
の
方
向
を
見
極

め
、
地
域
に
即
し
た
障
害
者
福
祉

計
画
を
盛
り
込
ん
だ
地
域
福
祉
計

画
並
び
に
第
3
期
介
護
保
険
事
業

計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
必
要
な

予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
在
宅
で
寝
た
き

り
の
高
齢
者
お
よ
び
そ
の
家
族
に

対
し
、
各
種
の
相
談
や
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、
福

祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
平
成　

年
度
よ
り
介
護
保
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険
事
業
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
地
域
を
包
括
し
た
支

援
を
行
う
体
制
へ
と
移
行
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
年
度
よ
り
現
在
の

居
宅
支
援
計
画
作
成
の
一
部
を
社

会
福
祉
協
議
会
へ
移
行
し
て
、
体

制
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

デイサービスセンターでの食事
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次
に
、
豊
な
自
然
と
調
和
す
る

快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
と
生
活

安
全
の
強
化
を
め
ざ
し
ま
す
『
う

る
お
い
の
南
富
良
野�
快
適
な
生

活
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
』
で
あ
り

ま
す
。

道
路
網
の
整
備

町
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
幾

寅
鹿
越
線
凍
雪
害
防
止
事
業
に
伴

う
改
良
お
よ
び
舗
装
工
事
、
幾
寅

市
街
地
裏
通
り
線
と
西
2
丁
目
線

の
歩
道
改
良
工
事
、
幾
寅
市
街
地

西
3
丁
目
線
改
良
工
事
を
継
続
し

て
進
め
る
と
と
も
に
、
幾
寅
北
1

線
歩
道
改
良
工
事
、
下
金
山
停
車

場
線
歩
道
改
良
工
事
を
実
施
し
て
、

生
活
道
路
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
町
道
の
維
持
管

理
に
必
要
な
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の

更
新
に
つ
い
て
、
関
係
予
算
を
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

道
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
金

山
幾
寅
停
車
場
線
の
伊
勢
橋
架
替

工
事
に
伴
う
取
り
付
け
道
路
の
舗

装
工
事
、
夕
張
新
得
線
串
内
地
区

の
改
良
舗
装
工
事
が
継
続
で
実
施

さ
れ
、
落
合
停
車
場
線
の
第
2
架

道
橋
改
良
に
伴
う
調
査
設
計
お
よ

び
本
工
事
が
、
継
続
し
て
実
施
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

道
営
事
業
で
は
、
落
合
神
社
横

の
落
合
二
の
沢
川
砂
防
ダ
ム
工
事

が
継
続
で
実
施
さ
れ
、
本
年
度
を

も
っ
て
完
了
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

国
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
2

3
7
号
の
下
金
山
地
区
舗
装
修
繕

工
事
が
継
続
で
実
施
さ
れ
、　

号
38

の
落
合
地
区
舗
装
修
繕
工
事
、
幾

寅
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
新
築
工
事

が
新
規
事
業
と
し
て
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

北
海
道
横
断
自
動
車
道
に
つ
い

て
は
、
狩
勝
第
1
ト
ン
ネ
ル
の
掘

削
が
順
調
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、

本
年
9
月
頃
か
ら
ト
マ
ム
側
の
ト

ン
ネ
ル
出
口
の
工
事
が
開
始
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備

公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

住
宅
需
要
や
老
朽
化
な
ど
将
来
的

な
人
口
や
世
帯
数
な
ど
を
予
測
し

た
中
で
策
定
し
た
、
公
営
住
宅
ス

ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
に
基
づ
き
、

下
金
山
西
団
地
に
木
造
平
屋
建
3

棟
6
戸
を
建
設
し
、
幾
寅
し
ら
か

ば
団
地
は
、
平
成　

年
度
か
ら
建
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設
予
定
地
の
土
地
造
成
お
よ
び
取

り
付
け
道
路
の
整
備
を
進
め
る
た

め
の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

更
に
、
同
計
画
に
基
づ
き
、
民

間
賃
貸
住
宅
の
建
設
促
進
を
図
る

た
め
、
施
策
の
検
討
を
行
う
と
と

も
に
、
持
家
住
宅
促
進
事
業
の
利

用
を
促
し
、
定
住
促
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

街
路
灯
の
更
新
整
備
に
つ
い
て

は
、
市
街
地
の
街
並
景
観
づ
く
り

お
よ
び
防
犯
と
交
通
安
全
の
確
保

を
図
る
た
め
、
昨
年
度
の
幾
寅
地

区
に
続
い
て
、
本
年
度
は
下
金
山

地
区
、
金
山
地
区
、
落
合
地
区
の

3
地
区
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

水
道
会
計
の
健
全
運
営
を
図
る
た

め
、
本
年
度
に
水
道
料
金
の
改
定

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
継

続
事
業
の
落
合
地
区
簡
易
水
道
施

設
の
導
水
管
布
設
工
事
並
び
に
浄

水
場
の
設
計
費
、
道
路
改
良
工
事

に
合
せ
た
配
水
管
新
設
工
事
、
各

地
区
メ
ー
タ
ー
器
取
替
工
事
な
ど
、

関
係
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
岐

阜
町
工
区
の
工
事
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
公
営
住
宅
幾
寅
し
ら
か

ば
団
地
土
地
造
成
に
合
せ
、
栄
町

工
区
の
管
渠
新
設
工
事
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
資
源

循
環
型
社
会
の
形
成
に
お
い
て
、

そ
の
基
本
で
あ
り
ま
す
分
別
収
集

処
理
を
実
施
し
て
お
り
、
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
並
び
に
富
良
野

生
活
圏
一
般
廃
棄
物
広
域
分
担
処

理
に
よ
る
小
動
物
焼
却
施
設
の
適

正
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

更
に
、
ご
み
の
分
別
並
び
に
減

量
化
に
つ
い
て
も
、
住
民
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
推
進
す

る
と
と
も
に
、
一
般
ご
み
の
処
理

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
有
料
化
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
尿
処
理
に
つ
い
て
は
、
幾
寅

地
区
の
下
水
道
整
備
並
び
に
各
地

区
に
お
い
て
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
が
進
む
中
、
し
尿
汲
み
取
り

家
庭
に
対
す
る
料
金
の
助
成
は
、

下
水
道
利
用
者
な
ど
と
の
公
平
な

負
担
を
期
す
る
た
め
、
本
年
度
よ

り
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。ま

た
、
し
尿
お
よ
び
浄
化
槽
汚

泥
、
生
ご
み
に
つ
い
て
は
、
富
良

野
地
区
環
境
衛
生
組
合
で
堆
肥
化

を
進
め
て
お
り
、
製
品
化
さ
れ
た

堆
肥
は
本
年
度
も
有
機
肥
料
の
農

地
還
元
と
住
民
へ
の
無
償
配
布
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
は
、
本
年
度
6
戸
分
の
予
算
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

地
下
水
汚
染
対
策
に
つ
い
て
は
、

先
般
、
北
海
道
が
行
っ
た
地
下
水

測
定
計
画
に
基
づ
い
た
検
査
に
よ

り
、
本
町
の
家
庭
の
井
戸
水
か
ら

基
準
値
を
超
え
る
亜
硝
酸
性
窒
素

な
ど
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

不
純
物
の
除
去
に
要
す
る
浄
水
器

設
置
費
用
の
助
成
を
行
う
た
め
、

予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

消
防
、
救
急
に
つ
い
て
は
、
住

う
る
お
い
の
南
富
良
野

― 
快
適
な
生
活
環
境
の
ま
ち 
―

活
用
の
相
談
を
受
け
て
お
り
ま
す

が
、
有
効
活
用
に
つ
い
て
充
分
検

討
し
、
対
応
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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